
 

「挑戦と煌（きらめき）」～自主・自立をめざして～  
校長 髙波 國夫  

慈恩寺中学校の新たな出発を祝う陽春の候、７９名の新１年生を迎え、１０学

級、２７５名の生徒とともに、令和６年度本校の教育活動がスタートしました。

お子様の御入学、御進級、誠におめでとうございます。  
私は、この度、福田博志前校長先生の後任として赴任しました校長の髙波國夫

（たかなみ くにお）と申します。開校７７年の伝統のある慈恩寺中学校の教育

活動に携われることに大きな喜びと誇りを感じるとともに、責任の重さに身の引

き締まる思いをしております。地域の方々や諸先輩方が創り上げてきた伝統を引

き継ぎ、全力で取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。  
本年度の学校経営は、下のように、子どもたちの健やかな成長のために、教職

員一丸となって全力で教育活動に取り組んでまいります。本年度も保護者、地域

の皆様におかれましては、変わらぬ温かい御支援、御協力をお願い申し上げます。 
 
本校では、学校教育目標「自主・自立をめざす生徒」を掲げ、  

〇差別を許さない生徒（思いやりと正義感を持ち、実践できる生徒）  
○進んで学習する生徒（自ら課題を見つけ、自ら考え、真剣に学ぶ生徒） 
○心身ともに健康な生徒（心と体を鍛え、たくましく成長する生徒）  
の育成を目指しております。  

 そのために、 努力
どりょく

夢現
む げ ん

 というスローガンを掲げ、 挑戦
ちょうせん

と 煌
きらめき

をキー 

ワードに、慈恩寺中に関わる全ての方の創意工夫を生かし、「生徒一人ひと 

りが挑戦し、煌く学校」「よき伝統と校風を継承・創造し、安全・安心で、  
地域に根ざし誇れる特色ある学校」を創り上げてまいります。 

 

 努力夢現、これは、努力すれば夢に近づく、夢は実現する、夢を夢で終わらせ

ない等、夢を持ち、それに向かって挑戦し、努力していく姿勢を表したものです。

中学生という多感な時期は、心身共に子どもから大人へ、依存から自立へ、人生

の中で最も変化していきます。この多感な時期をどうやって過ごすか。学習はも

ちろんのこと、委員会や係活動、学校行事、部活、ボランティア等、様々な活動

に前向きに、自主的に取り組むことが大変重要であると考えます。１年生は中学

校生活を軌道に乗せる年。２年生は学校の中心として大きく飛躍する年。３年生

は義務教育９年間総仕上げの年、来春は一人ひとり、進路に大きくはばたいてい

ることでしょう。「昨日の自分より今日の自分、今日の自分より明日の自分」 

昨日はできなかったことが挑戦して今日できるようになる。今日分かったことが

明日はもっと分かるようになる。こんな日々の挑戦が「努力夢現」、煌きにつな

がっていくものと思います。 

さあ、季節は春です。夢に向かって、一歩一歩、歩み始めましょう。 

                            令和６年４月号  

 
学校教育目標 「自主・自立をめざす生徒」  

（自ら学び、正しく判断し、実行する生徒の育成）  
○ 差別を許さない生徒 ……  思いやりと正義感を持ち、実践できる生徒  
○ 進んで学習する生徒 ……  自ら課題を見つけ、自ら考え、真剣に学ぶ生徒  
○ 心身ともに健康な生徒……  心と体を鍛え、たくましく成長する生徒  


